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＜連絡事項＞
・特にありません。
＜患者様連絡事項＞
・寺地　光行様～主治医面談7/16(土)13：45～で調整する様、主治医より指示あり。
　　　　　　　　今回、ＳＷは面談に入れないとの事で、就労などの相談については
　　　　　　　　また別の機会を設ける事としています。妻様に架電していますが
　　　　　　　　折り返しは日勤帯ではありません。

　　　　　　　　
・滝田　英人様～臨時薬のリスパダールＯＤ錠は、6日分薬局から上がってきて
セット済み。12日以降は定期に組み込まれています。

・大久保　すい様～排便緩い為、昼食後薬の酸化マグネシウム錠(330) 1Ｔ除剤
　　　　　　　　 しています。
・長谷川　陽一様～叔父様より架電あり。7/8（金）八戸市民Ｈｐ皮膚科受診に
　　　　　　　　 合わせて、明日、外泊訓練（3回目）の希望あり。
外泊期間7/7（木）9：00～7/8（金）16：00まで。
許可下りれば、連絡は不要との事。主治医不在の為
　　　　　　　　 田名部Ｄｒ報告し外泊許可となっています。
・藤村　翔様～ＳＷと施設スタッフで話し合い、退院日時が7/13(水)
　　　　　　　15時となり、主治医からも退院の許可出ています。

＜要注目患者様＞
・滝田　英人様～各食全量摂取。気分の高さや独語目立たず、落ち着いて
過ごせています。
・泉山　紀子様～スタッフの視界に隠れて、特定男性患者様を蹴るといった粗暴行為
あり。女性スタッフが本人を問いただすも、表情硬くし否定。
注意に対し舌打ちし不満を話していますが、作業には参加。
相手と距離保てるよう介入。発作ありません。
・久保　興介様～朝食後薬服用時、右足首を特定女性患者様に蹴られるが、反撃する
事なく落ち着いています。スタッフへ「本当に困っています」と
心情を吐露。受傷部位の疼痛訴えなく、主治医からは経過観察指示
受けています。苛々感なく日課も影響はありません。
＜金Dr診察＞　
・小笠原　文人様～耳鳴り以外の訴えなく、自身でも落ち着いてきたと。

　　　　　　　　 臨時薬同内容で7日分処方となっています。
・井上　和美様～最近、苛々感を訴え頓服使用して入眠していた事を報告。
主治医の質問に対し、悲観的な言動で返答しています。
臨時薬オランザピンＯＤ錠(5)、ツムラ牛車腎気丸エキス顆粒
　　　　　　　　7日分継続処方となっています。
・田中　文男様～退院の意思もあり、入院も長引き、お金も心配と。
年金月7万5000円くらい。親戚はいとこが根城に居るが
あまり頼りたくない。
⇒当初と比べ不安、焦燥の訴えは改善傾向。一方で
特定のスタッフに退行してしまうなどの様子あり。
放尿・失禁など。退院前訪問と試験外泊をすすめ様子を見る。
日程調整進めるよう指示。臨時薬同内容で7日分処方と

なっています。
・坂本　福子様～主治医へ「作業で眠くなってしまうのに困っています」と。
本日は、銀行外出以外の行動できず、担当スタッフへの
不満をＯＴスタッフに終始話していたとの事。また、母様に
昔言われた事が、現在もぐるぐると頭を駆け巡っていると。
臨時薬同内容にて7日分処方となっています。
・飯豊　信雄様～「調子は変わりない。今日も計算やってきました」と
作業での様子を主治医へ説明しています。
・角濱　義弘様～「いつもよりはいいですね。2時間は起きてられます」と。
主治医からは起きている時間を増やすよう説明受けています。
また、年内には当院を退院して頂く事を改めて説明受け、
本人も了承しています。
＜小栁Ｄｒ診察状況＞
・大久保　すい様～主治医診察時、被毒妄想や腕痛訴えています。
被毒妄想により、食事摂取のムラと、歩行訓練
引き続き行っている事を報告。処方の変更はありません。
・会津　虜子様～肩痛持続しているとの事で、カロナール錠は引き続き7日分処方。少し身体を動かすよう説明受けている。
・中野渡　鉄男様～変わりないです。転びそうになる事もないとの事。
処方の変更ありません。
・佐野　貢様～「ゼロの会」に参加し、量が多すぎましたと振り返っていると

　　　　　　　の事。処方の変更はありません。
・高橋　康満様～体力がなくて、自分としてはこわいんですと話されている
　　　　　　　 が、採血データ異常もない事から、主治医からは年齢的な
　　　　　　　 ものと説明を受け、納得されています。
・十日市　利喜様～調子は普通ですと話し、減薬については否定し、現状の
　　　　　　　　ままとなっています。ヒアルロン酸Ｎａ点眼液 1本処方と
　　　　　　　　なっています。
